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韓
元
吉
本
『
大
戴
礼
記
』
注
の
引
書
に
つ
い
て
は
じ
め
に
上井一
い
『
礼
記
」
『
大
戴
礼
記
』
に
含
ま
れ
る
諸
篤
は
お
お
む
ね
戦
国
か
ら
い
漢
代
に
か
げ
て
成
立
し
た
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
『
萄
子
」
と
山
の
密
接
な
関
連
を
示
す
も
の
も
多
い
。
し
か
し
『
礼
冨
『
大
蛾
礼
亘
晴
を
ま
と
ま
っ
た
書
物
と
し
て
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
資
料
的
性
格
や
成
問
立
時
期
に
つ
い
て
は
現
在
も
な
お
見
解
の
一
致
を
み
な
い
。
古
く
は
目
ω両
書
を
そ
れ
ぞ
れ
戴
徳
・
戴
聖
が
制
定
し
た
先
秦
古
文
だ
と
す
る
出
立
場
(
惰
志
な
ど
て
ω
二
戴
に
よ
る
剛
定
を
認
め
る
が
、
す
べ
て
域
が
先
秦
古
文
で
は
な
く
前
漢
期
に
作
ら
れ
た
篇
を
も
交
え
る
と
す
る
刺
立
場
(
邸
玄
な
ど
)
が
あ
り
、
近
年
で
は
ω後
漢
以
降
の
編
纂
物
だ
〔
1〕
吉
と
し
て
二
裁
に
よ
る
制
定
を
認
め
な
い
立
場
(
毛
奇
齢
な
ど
て
さ
ら
一苅韓
に
は
、
特
に
『
大
戴
礼
記
」
に
つ
い
て
ω貌
晋
あ
る
い
は
惰
唐
以
降
に
諸
書
を
雑
取
し
て
作
っ
た
全
く
の
偽
書
と
す
る
立
場
(
黄
雲
眉
な
い
ん
【
2
}
ー
ど
)
す
ら
唱
え
ら
れ
た
。
し
か
し
近
年
発
見
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
郭
庖
井
上
了
楚
簡
や
上
海
博
物
館
新
収
楚
簡
に
『
礼
記
」
『
大
戴
礼
記
』
と
一
致
す
る
文
言
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
近
で
は
ωあ
る
い
は
ωの
立
場
が
再
び
有
力
と
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
『
礼
記
』
絡
衣
篇
に
ほ
ぽ
一
致
す
る
郭
居
楚
簡
『
鮒
胴
衣
』
や
上
博
簡
『
紡
衣
』
、
『
礼
記
』
孔
子
閑
居
篇
に
似
る
上
博
筒
『
民
之
父
母
』
、
『
大
戴
礼
記
』
曽
子
立
孝
篇
・
曽
子
事
父
母
篇
や
『
礼
記
』
内
則
篇
な
ど
と
共
通
す
る
部
分
を
持
つ
上
博
簡
『
内
礼
』
、
『
大
戴
礼
記
」
四
代
篇
に
似
る
記
述
の
あ
る
上
博
筒
『
三
徳
』
、
な
ど
が
陸
続
と
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
『
礼
記
」
『
大
戴
礼
記
』
へ
の
注
目
が
俄
に
集
ま
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
両
書
の
資
料
性
に
対
す
る
共
通
の
理
解
は
必
ず
し
も
得
ら
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
新
出
土
資
料
研
究
の
分
野
に
お
い
て
は
、
二
戴
耐
定
説
を
い
わ
ば
盲
信
し
た
ま
ま
で
議
論
を
進
め
る
傾
向
が
強
く
認
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
『
大
戴
礼
記
」
に
は
、
侠
名
氏
の
古
注
が
付
属
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
注
は
、
既
元
に
よ
っ
て
「
未
だ
能
く
精
備
な
4
ら
ず
。
(
未
能
精
備
。
)
」
と
評
さ
れ
(
「
大
戴
礼
記
補
注
序
」
)
、
ま
た
S
『
増
訂
漢
貌
叢
書
』
な
ど
の
通
行
本
『
大
戴
礼
記
』
や
玉
聴
珍
「
大
戴
礼
記
解
詰
』
に
も
部
分
的
に
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
従
来
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
論
と
し
て
、
注
の
成
立
時
期
の
下
限
を
決
定
し
得
れ
ば
、
そ
の
下
限
は
本
文
の
成
立
時
期
の
下
限
を
も
規
定
す
説
。
『
大
戴
礼
記
』
の
注
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
北
周
虚
弁
の
作
だ
と
す
る
玉
応
麟
説
が
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
最
近
の
『
大
賊
礼
記
』
偽
書
説
、
と
く
に
現
行
本
『
大
戴
礼
記
』
を
唐
以
降
の
偽
作
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
現
行
本
『
大
賊
礼
記
』
が
付
す
注
も
当
然
に
唐
以
降
の
偽
作
と
い
う
と
と
に
な
り
、
唐
代
の
作
に
ふ
さ
わ
し
い
特
徴
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
本
稿
は
、
今
本
『
大
戴
礼
記
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
虚
弁
注
に
つ
い
て
基
礎
的
な
確
認
を
行
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
大
戴
礼
記
』
韓
元
吉
本
の
注
に
つ
い
て
現
在
の
我
々
が
限
に
で
き
る
『
大
蛾
礼
記
』
は
、
す
べ
て
十
三
巻
四
十
篇
の
い
わ
ゆ
る
輯
元
吉
本
を
ル
1
ツ
と
す
る
。
己
れ
は
南
宋
「
淳
照
乙
未
後
九
月
」
(
一
一
七
五
年
間
九
月
)
序
の
十
行
本
で
、
注
や
校
記
を
小
字
双
行
に
て
付
す
。
な
お
こ
れ
の
嘉
靖
覆
刻
本
(
嘉
趣
堂
本
)
が
『
四
部
叢
刊
』
に
景
印
さ
れ
て
お
り
閲
覧
に
は
便
利
で
あ
る
。
さ
て
、
『
漢
書
』
芸
文
志
は
『
礼
記
』
『
大
戴
礼
記
』
を
載
せ
ず
、
と
れ
は
二
裁
耐
定
説
を
否
定
す
る
有
力
な
根
拠
と
さ
れ
る
。
降
っ
て
邸
玄
『
六
芸
論
』
(
「
礼
記
正
義
」
引
)
は
蛾
徳
の
『
大
戴
礼
記
』
を
八
十
五
篇
と
し
、
『
陪
書
』
経
籍
志
は
「
大
戴
礼
記
十
三
巻
」
と
す
る
。
唐
初
の
『
礼
記
正
義
』
『
毛
詩
正
義
』
な
ど
が
引
く
『
大
戴
礼
』
に
は
今
本
に
見
え
な
い
篇
や
文
一
吉
が
多
く
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
孔
穎
達
が
実
見
し
た
も
の
か
、
先
行
す
る
義
疏
な
ど
か
ら
孫
引
き
し
た
も
の
か
定
か
で
な
い
。
詳
し
く
は
別
稿
に
て
論
じ
た
い
が
、
孔
疏
が
用
い
た
『
大
蛾
礼
記
』
は
す
で
に
大
き
く
残
関
し
て
お
り
、
し
か
も
今
本
と
は
異
な
る
篇
次
だ
っ
た
と
考
え
る
。
関
元
頃
と
推
定
さ
れ
る
司
馬
貞
『
史
記
索
隠
』
(
仲
尼
弟
子
列
伝
)
は
「
大
戴
礼
』
の
「
今
存
者
」
を
「
三
十
八
篇
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
今
本
の
「
四
十
篇
」
よ
り
少
な
い
。
さ
ら
に
『
直
斎
書
録
解
題
』
・
『
郡
斎
読
書
志
』
は
『
大
蛾
礼
』
の
減
少
を
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
て
お
り
、
『
崇
文
総
目
』
に
至
る
と
「
十
巻
三
十
五
篇
、
又
一
本
三
十
三
篇
、
」
と
二
本
を
掲
げ
る
。
す
な
わ
ち
四
十
篇
で
あ
る
今
本
に
は
、
宋
代
に
お
け
る
増
加
あ
る
い
は
唐
本
と
の
断
絶
が
想
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
注
の
偏
在
)
韓
元
吉
本
の
う
ち
巻
了
二
・
七
・
九
・
十
二
は
無
注
、
巻
三
1
六・
八
・
十
・
十
一
・
十
三
は
有
注
で
、
こ
れ
は
無
注
本
と
有
注
本
と
を
合
綴
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
と
の
合
綴
を
行
っ
た
の
も
は
韓
元
吉
で
は
な
い
よ
う
だ
。
韓
元
吉
の
序
に
は
「
予
家
旧
と
此
書
を
伝
う
、
嘗
て
活
太
史
家
の
一
本
を
得
て
之
を
校
す
。
(
予
家
旧
伝
此
書
、
嘗
得
活
太
史
家
一
本
校
之
。
)
」
と
あ
り
、
割
注
は
し
ば
し
ば
「
某
字
、
一
作
某
字
。
」
と
し
て
韓
家
旧
伝
本
と
「
沼
太
史
」
(
祖
爵
か
)
家
蔵
本
と
の
異
同
を
指
摘
す
る
(
詳
し
く
は
後
述
)
。
し
か
し
韓
元
吉
自
身
が
「
篇
巻
悉
く
同
じ
、
其
の
靴
紋
謬
誤
は
則
ち
敢
て
改
益
せ
ず
。
(
篇
)
巻
悉
問
、
其
批
散
謬
誤
則
不
敢
改
益
。
)
」
と
述
べ
て
お
り
、
じ
っ
さ
批
い
異
同
の
指
摘
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
つ
ま
り
韓
家
旧
伝
本
と
箔
引
家
本
と
は
き
わ
め
て
近
く
、
同
一
の
合
綴
本
か
ら
分
岐
し
て
間
も
な
い
い
異
本
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
回
な
お
曽
子
大
孝
篇
の
割
注
が
「
一
作
」
と
し
て
示
す
異
文
は
本
文
暗
よ
り
も
『
礼
記
』
祭
義
篇
に
近
く
、
ま
た
礼
一
一
一
本
篇
の
う
ち
『
苛
子
』
脚
に
一
致
す
る
部
分
の
割
注
に
ご
本
有
萄
子
云
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
リ
の
こ
と
か
ら
、
務
家
本
は
(
と
く
に
そ
の
前
半
部
分
は
)
多
く
他
書
出
を
参
照
し
て
校
訂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
韓
蔵
城
本
は
旧
態
を
比
較
的
よ
く
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
部
(
注
の
作
者
)
一克韓
と
こ
ろ
で
『
階
書
』
経
籍
志
・
『
旧
唐
書
」
経
籍
志
・
「
新
唐
書
』
芸
5
文
志
・
『
直
斎
書
録
解
題
』
・
『
郡
斎
読
書
志
』
・
『
宋
史
』
芸
文
志
は
い
B
ず
れ
も
『
大
戴
礼
記
』
に
つ
い
て
注
の
こ
と
を
一
盲
わ
な
い
。
ま
た
『
詩
』
霊
台
の
『
正
義
』
に
『
大
戴
礼
』
、
遺
逸
の
書
に
し
て
、
文
は
多
く
仮
託
な
り
。
学
官
な
に
立
て
ら
れ
ず
、
世
に
伝
う
る
者
無
し
。
(
大
戴
礼
、
遺
逸
之
書
、
文
多
仮
託
。
不
立
学
官
、
世
無
伝
者
。
)
と
あ
り
、
孔
穎
達
が
見
た
『
大
戴
礼
』
に
も
注
は
無
か
っ
た
よ
う
だ
。
韓
元
吉
本
が
載
せ
る
注
は
(
後
述
す
る
よ
う
に
)
階
以
前
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
南
宋
に
至
っ
て
突
如
出
現
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
無
注
の
唐
本
と
有
注
の
宋
本
と
の
聞
に
は
大
き
な
断
絶
が
想
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
朱
子
は
『
大
戴
礼
記
』
注
を
鄭
玄
作
と
考
え
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
注
は
『
家
垣
間
』
や
「
郭
象
」
「
孫
炎
」
な
ど
を
引
い
て
お
り
貌
晋
以
降
の
作
と
な
る
。
公
符
篇
「
孝
昭
冠
辞
」
の
注
「
漠
孝
昭
帝
冠
辞
」
も
己
れ
が
貌
晋
以
降
の
注
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
『
北
史
』
巻
三
十
虚
同
伝
に
(
虚
)
弁
、
字
景
宣
、
少
く
し
て
学
を
好
み
、
博
く
経
籍
に
通
ず
。
正
光
の
初
、
秀
才
に
挙
げ
ら
れ
、
太
学
博
士
と
為
る
。
『
大
戴
礼
』
あ
未
だ
解
詰
有
ら
ざ
る
を
以
て
、
弁
乃
ち
之
に
注
す
。
(
弁
、
字
景
宣
、
少
好
学
、
博
通
経
籍
。
正
光
初
、
挙
秀
才
、
為
太
学
博
士
。
以
大
戴
礼
未
有
解
詰
、
弁
乃
注
之
。
)
と
あ
り
、
王
応
麟
『
困
学
紀
間
」
は
こ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
該
注
を
北
周
慮
弁
の
も
の
と
断
じ
た
。
以
降
の
諸
家
も
お
お
む
ね
王
説
を
是
と
す
る
。
実
際
に
該
注
を
確
認
す
る
と
、
た
と
え
ば
盛
徳
篇
な
ど
3
の
注
は
「
邦
」
字
を
避
け
ず
、
一
方
で
保
僻
篇
の
注
は
「
泰
山
」
を
副
官
v
す
べ
て
「
太
山
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
こ
の
注
が
慮
弁
の
作
だ
と
す
る
想
定
に
矛
盾
し
な
い
。
し
か
し
仔
細
に
見
る
と
、
韓
元
吉
本
の
割
注
に
は
若
干
の
問
題
が
あ
る
。
該
注
が
十
三
巻
中
の
八
巻
の
み
に
見
え
る
こ
と
は
上
述
し
た
が
、
残
る
五
巻
に
も
若
干
の
割
注
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
(
校
記
の
混
入
)
た
と
え
ば
主
一
吉
篇
「
上
好
徳
則
下
不
隠
」
に
ご
作
上
好
徳
則
下
隠
恩
。
」
と
い
う
割
注
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
注
釈
で
は
な
く
「
大
戴
礼
記
』
本
文
に
対
す
る
校
記
で
あ
る
。
無
注
の
五
巻
に
孤
立
し
て
見
え
る
割
注
は
全
て
こ
の
類
で
、
残
る
八
巻
の
注
に
も
同
様
の
校
記
が
間
々
見
え
る
。
た
だ
し
こ
の
校
合
が
虚
弁
の
作
業
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
保
侍
篇
「
古
者
年
八
歳
而
出
1
」
の
注
マ
マ
、
に
「
小
学
謂
序
門
師
序
門
一
作
虎
門
保
之
学
也
。
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
大
戴
礼
記
』
の
本
文
で
は
な
く
注
「
小
学
語
序
門
、
師
保
之
学
也
。
」
の
「
序
門
」
に
対
し
て
「
一
作
虎
門
」
と
校
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
本
文
に
つ
い
て
「
一
本
有
萄
子
云
」
と
あ
る
こ
と
は
上
述
し
た
が
、
階
以
前
に
「
苛
子
」
と
い
う
書
名
が
存
在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
丹
、
当
然
こ
の
校
記
は
唐
代
以
降
に
作
ら
れ
た
も
の
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
韓
元
吉
本
の
割
注
は
、
虚
弁
注
と
校
記
と
を
区
別
な
く
並
べ
て
い
る
。
こ
の
校
記
は
韓
元
吉
の
も
の
で
、
活
家
蔵
{m 
本
と
の
異
同
を
示
し
た
も
の
と
暫
く
推
定
し
て
お
き
た
い
。
(
先
行
す
る
注
釈
)
朱
子
が
『
大
戴
礼
記
』
注
を
鄭
玄
の
も
の
と
誤
解
し
た
の
は
、
己
れ
に
『
礼
記
』
鄭
注
と
同
一
の
文
言
が
見
え
る
こ
と
に
も
よ
ろ
う
。
鄭
注
に
一
致
す
る
文
吾
=
一
一
回
は
、
該
注
が
鄭
注
を
襲
っ
た
も
の
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。
こ
れ
は
、
『
礼
記
』
の
う
ち
『
大
戴
礼
記
』
と
重
複
す
る
部
分
に
つ
い
て
の
鄭
注
を
、
該
注
が
『
大
戴
礼
記
』
の
注
と
し
て
流
用
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
鄭
注
が
該
注
に
「
先
行
す
る
注
釈
」
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
鄭
玄
が
『
大
戴
礼
記
』
に
注
を
施
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
曽
子
天
円
篤
「
上
首
之
謂
員
、
下
首
之
謂
方
。
」
の
注
に
「
白
虎
通
回
、
天
鎮
也
其
道
日
円
、
地
諦
也
其
道
日
方
。
一
日
円
謂
水
也
。
」
と
あ
り
、
ま
た
諸
侯
劇
界
廟
篇
の
注
に
「
郊
室
、
門
郊
之
室
。
一
日
東
西
府
也
。
」
と
あ
る
。
『
礼
記
」
内
則
の
『
正
義
」
に
「
爽
室
、
東
西
府
也
。
」
と
あ
っ
て
、
と
れ
が
仮
に
皇
侃
『
礼
記
義
疏
』
を
襲
っ
た
も
の
な
ら
ば
、
該
注
は
あ
る
い
は
梁
人
の
名
を
掲
げ
る
こ
と
を
相
伴
っ
て
こ
れ
ら
の
異
説
を
ご
日
」
と
称
し
た
も
の
か
。
ち
な
み
に
該
注
が
名
を
挙
げ
て
引
く
先
行
研
究
は
議
周
(
萄
1
西
普
)
を
下
限
と
し
、
南
朝
の
人
名
・
書
名
は
見
え
な
い
。
上
の
例
は
「
天
円
地
方
」
や
「
郊
室
」
と
い
っ
た
一
般
的
な
語
に
対
す
る
注
で
、
他
書
の
注
を
流
用
し
た
も
の
と
も
考
え
得
る
。
し
か
し
小
弁
篇
「
公
日
強
避
」
の
注
に
「
謂
避
強
也
。
一
日
公
以
夫
子
三
辞
欲
避
左
右
之
強
者
也
。
」
と
あ
る
の
は
同
篇
に
描
か
れ
た
特
定
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
、
他
書
の
注
釈
か
ら
の
流
用
は
想
定
し
に
く
い
。
と
の
「
一
日
」
は
該
注
に
先
行
す
る
『
大
戴
礼
記
』
注
あ
の
存
在
を
予
想
さ
せ
、
『
北
史
』
の
「
「
大
戴
礼
』
未
だ
解
詰
有
ら
ざ
る
を
以
て
、
弁
乃
ち
之
に
注
す
よ
(
前
掲
)
と
い
う
証
言
が
問
題
と
な
ろ
う
。
上井てつ書買っ伽
該
注
に
お
け
る
『
尚
書
』
関
係
の
引
用
は
、
経
文
五
条
・
『
書
叙
」
剖
一
条
・
「
今
尚
書
説
」
一
条
・
「
尚
書
大
伝
』
二
条
で
あ
る
。
う
ち
衛
出
将
軍
文
子
篇
注
「
書
回
、
知
人
則
哲
、
惟
帝
其
難
之
、
」
は
皐
陶
設
か
捕
ら
の
引
用
。
偽
孔
本
は
該
当
部
分
を
お
そ
ら
く
『
史
記
』
夏
本
紀
に
リ
よ
っ
て
「
惟
帝
其
難
之
、
知
人
則
哲
、
」
と
倒
す
。
『
漢
書
』
武
帝
紀
芯
に
載
せ
る
元
狩
元
年
詔
に
「
朕
問
、
品
官
師
間
対
馬
目
、
在
知
人
、
知
人
駅
則
哲
、
惟
帝
難
之
、
」
と
あ
り
、
「
論
衡
』
賓
室
掃
な
ど
に
「
書
目
、
知
7
人
則
哲
、
惟
帝
難
之
、
」
と
、
「
三
国
士
山
』
三
少
帝
紀
に
「
馬
目
、
知
8
人
則
哲
、
惟
帝
難
之
、
」
な
ど
と
あ
っ
て
、
該
注
の
引
書
も
今
文
あ
る
そ
の
引
書
の
特
色
以
下
で
は
、
該
注
の
引
書
の
特
徴
に
つ
い
て
い
く
つ
か
検
討
す
る
。
(
尚
書
関
係
)
い
は
真
古
文
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
降
っ
て
も
『
貌
書
』
恩
倖
伝
(
王
叡
)
に
「
載
在
唐
典
、
知
人
則
哲
、
唯
帝
所
難
、
」
と
、
『
北
史
』
儒
林
伝
下
(
何
妥
)
に
「
臣
問
、
知
人
則
哲
、
惟
帝
難
之
、
」
と
あ
っ
て
、
北
周
や
後
梁
で
も
な
お
鄭
注
古
文
が
優
勢
で
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
小
弁
篇
注
「
書
云
、
日
夜
不
達
也
、
」
は
、
偽
孔
本
周
官
篇
の
「
夙
夜
不
逮
」
で
は
な
く
、
無
逸
篇
の
「
自
朝
至
子
日
中
呉
不
逗
暇
食
」
と
関
連
す
る
。
『
経
典
釈
文
』
は
「
臭
」
を
「
灰
」
に
作
る
異
本
を
指
摘
し
、
『
詩
』
賓
の
『
正
義
」
に
は
「
尚
書
所
調
、
自
民
不
連
暇
食
、
」
と
あ
る
。
該
注
は
や
は
り
偽
孔
本
以
前
の
古
い
テ
キ
ス
ト
に
基
い
た
も
の
で
、
「
夜
」
は
「
灰
」
「
長
」
な
い
し
「
臭
」
の
形
説
か
と
疑
わ
れ
司
令
。
用
兵
篇
注
「
書
目
、
天
明
威
、
自
我
民
明
威
也
、
」
も
皐
陶
謀
。
偽
孔
本
は
「
天
明
畏
、
自
我
民
明
威
、
」
と
す
る
が
馬
融
・
鄭
玄
は
「
天
明
威
、
」
と
し
て
お
目
、
該
注
の
引
書
は
こ
こ
で
も
偽
孔
本
で
は
な
く
真
古
文
に
一
致
す
る
よ
う
だ
。
保
侍
篇
注
「
今
尚
書
説
、
三
公
、
司
馬
司
徒
司
空
也
。
」
は
許
慎
『
五
経
異
義
』
な
い
し
鄭
玄
『
駁
五
経
異
義
』
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
該
注
に
は
『
周
書
』
が
二
条
引
か
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
今
本
『
逸
周
書
」
に
一
致
す
る
文
言
を
確
認
で
き
る
。
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(
詩
関
係
)
該
注
に
お
け
る
「
昔
前
』
関
係
の
引
用
は
、
経
文
十
七
条
・
『
韓
詩
内
伝
』
一
条
・
『
韓
詩
外
伝
』
三
条
で
、
「
韓
詩
説
」
も
ニ
条
が
引
か
れ
る
。
該
注
が
韓
詩
の
内
外
伝
を
引
き
魯
詩
説
や
斉
詩
説
を
引
か
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
を
南
北
朝
期
の
も
の
と
す
る
想
定
を
妨
げ
な
い
。
該
注
が
引
く
「
詩
』
の
経
文
は
お
お
む
ね
毛
詩
の
そ
れ
に
一
致
す
る
。
細
か
な
異
同
に
つ
い
て
見
れ
ば
三
家
詩
そ
れ
ぞ
れ
に
一
致
す
る
よ
う
な
部
分
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
誤
写
・
誤
刻
の
範
囲
を
出
な
い
。
た
だ
し
諸
侯
遷
廟
篇
注
「
詩
云
、
緊
鏑
為
館
、
是
用
孝
享
、
」
は
、
小
雅
天
保
「
吉
鏑
為
館
、
是
用
孝
享
、
」
の
毛
伝
「
鋼
、
繋
也
、
」
に
引
か
れ
た
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
該
注
は
韓
詩
で
は
な
く
毛
詩
を
用
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
(
易
関
係
)
該
注
は
『
易
』
の
経
伝
を
計
十
条
引
き
、
う
ち
九
条
は
、
今
本
に
対
し
て
若
干
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
お
お
む
ね
誤
写
・
誤
記
の
範
囲
に
収
ま
る
。
た
だ
易
本
命
篇
注
「
易
説
卦
目
、
太
易
者
未
有
見
気
也
、
太
初
者
気
之
始
、
太
素
者
質
之
始
也
、
」
の
み
は
今
本
『
易
』
に
見
え
な
い
。
こ
れ
は
『
白
虎
遇
』
天
地
篇
や
『
礼
記
正
義
』
月
令
篇
・
『
周
易
正
義
』
序
が
引
く
『
(
易
)
乾
態
度
』
に
一
致
し
、
『
四
庫
全
書
』
本
が
「
易
説
卦
日
」
を
「
易
説
日
」
と
改
め
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
『
白
虎
通
』
や
『
礼
記
正
義
』
等
が
『
乾
撃
度
』
の
書
名
を
明
示
す
る
の
に
対
し
て
、
い
ず
れ
も
南
北
朝
末
に
属
す
る
『
経
典
釈
文
』
(
『
荘
子
』
天
地
)
や
釈
道
安
『
二
教
諭
」
は
、
類
文
を
単
に
「
易
説
」
と
し
て
引
く
。
該
注
も
『
釈
文
』
『
二
教
諭
』
と
同
様
、
こ
の
文
を
「
乾
撃
度
」
で
は
な
く
「
易
説
」
と
の
み
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
と
の
文
は
今
本
『
列
子
』
天
瑞
篇
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
『
文
選
』
李
注
な
ど
も
こ
れ
を
『
列
子
』
と
し
て
引
い
て
「
乾
盤
度
」
「
易
緯
」
な
ど
と
は
し
な
い
。
(
春
秋
関
係
)
該
注
に
お
け
る
『
春
秋
」
伝
の
引
用
は
、
『
左
伝
』
六
条
・
『
穀
梁
伝
』
一
条
。
他
に
「
春
秋
穀
梁
説
」
を
曽
子
天
円
篇
注
が
引
く
が
、
こ
れ
は
『
漢
書
』
五
行
志
な
い
し
『
鴻
範
五
行
伝
』
か
ら
の
孫
引
き
か
。
な
お
易
本
命
篇
注
に
「
茸
仲
掘
削
日
」
と
し
て
対
策
を
引
く
が
、
『
公
羊
』
関
係
の
文
献
を
該
注
は
全
く
引
か
な
い
。
該
注
は
主
と
し
て
『
左
伝
』
を
採
用
す
る
も
の
と
言
え
る
。
文
王
官
人
篇
注
に
「
春
秋
左
伝
目
、
蜂
目
釘
声
、
忍
人
也
。
」
と
あ
る
が
、
『
左
伝
』
文
公
元
年
に
「
績
目
而
羽
声
、
忍
人
也
。
」
と
、
『
釈
文
』
に
「
数
回
、
本
又
作
蜂
。
」
と
あ
れ
ば
、
該
注
の
用
い
た
『
左
伝
』
は
『
五
経
正
義
』
本
な
ど
と
は
異
な
る
か
。
ま
た
少
間
篇
の
注
に
「
春
秋
左
伝
目
、
昨
之
以
土
命
之
民
、
」
と
あ
る
が
、
隠
公
八
年
伝
に
「
昨
之
土
而
命
之
氏
。
」
社
預
注
に
「
報
之
以
土
而
命
氏
自
陳
。
」
と
あ
れ
ば
、
該
注
は
社
注
本
を
用
い
た
も
の
か
と
も
疑
わ
れ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
、
該
注
の
拠
っ
た
テ
キ
ス
ト
や
注
を
断
定
す
る
に
充
分
な
根
拠
で
は
な
い
。
む
し
ろ
注
意
す
べ
き
は
保
停
篇
注
「
魯
宣
九
年
、
殺
池
冶
。
」
で
、
こ
れ
が
仮
に
『
左
伝
』
あ
る
い
は
そ
の
経
文
に
依
る
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
『
五
経
正
義
』
以
前
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
も
の
と
な
る
。
な
お
曽
子
本
孝
篇
の
注
に
は
「
春
秋
左
伝
回
、
其
。
」
と
い
う
明
ら
)
か
な
脱
落
が
あ
り
、
今
本
の
資
料
的
な
限
界
を
示
す
。
上併
(
礼
関
係
)
てい
礼
関
係
の
書
と
し
て
は
、
『
周
礼
』
『
礼
記
』
が
そ
れ
ぞ
れ
数
十
条
町
引
か
れ
る
師
、
書
名
を
示
さ
ず
地
の
文
と
し
て
『
礼
記
』
文
を
用
い
鳴
る
例
(
文
王
宮
人
篇
注
が
用
い
る
射
義
篇
・
公
符
篇
注
が
用
い
る
玉
制
藻
篤
な
ど
)
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
諸
侯
遷
廟
篇
注
は
鄭
注
や
孫
炎
国
説
を
引
い
て
批
判
し
て
お
り
、
『
白
虎
通
』
か
ら
の
引
用
も
目
立
つ
。
出
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
今
本
『
大
戴
礼
記
』
と
一
致
す
る
鳩
文
言
が
「
四
代
」
「
千
乗
」
の
篇
名
を
唱
し
て
該
注
に
一
条
づ
っ
引
引
か
れ
て
お
り
、
ま
た
盛
徳
篇
注
に
「
祭
礼
目
、
礼
禁
将
然
之
前
、
法
吉
施
己
然
之
後
。
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
今
本
『
大
戴
礼
記
』
礼
察
篇
に
一
兄
{
盟
韓
「
礼
者
禁
将
然
之
前
、
而
法
者
禁
於
巳
然
之
後
。
」
と
あ
る
の
に
近
い
。
こ
れ
ら
三
条
は
、
北
朝
期
の
『
大
蛾
礼
記
』
の
構
成
等
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
。
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曽
子
制
言
上
篇
注
「
曲
礼
目
、
朋
友
之
讐
不
同
因
。
」
は
、
『
礼
記
』
曲
礼
上
「
交
遊
之
鎚
不
同
国
」
の
鄭
注
「
交
遊
、
或
為
朋
友
。
」
に
対
応
す
る
。
該
注
の
引
く
「
曲
礼
」
は
鄭
注
本
『
礼
記
』
の
曲
礼
篇
で
は
あ
り
得
ず
、
あ
る
い
は
『
大
戴
礼
記
』
曲
礼
篇
の
侠
文
か
と
も
疑
わ
れ
よ
う
。
該
注
は
「
檀
弓
」
「
王
制
」
「
雑
記
」
な
ど
に
つ
い
て
も
篇
名
の
み
を
相
向
け
て
引
用
し
、
し
か
も
乙
れ
ら
は
今
本
『
礼
記
』
と
小
異
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
篇
に
つ
い
て
も
、
『
礼
記
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
可
能
性
を
留
保
し
て
お
き
た
い
。
該
注
は
『
儀
礼
』
か
ら
士
相
見
礼
・
士
冠
礼
記
・
特
牲
鎖
食
礼
を
各
一
条
引
き
、
う
ち
曽
子
立
孝
篇
注
が
引
く
「
士
相
見
礼
」
は
今
本
『
儀
礼
』
と
大
き
く
異
な
る
。
買
公
彦
『
儀
礼
疏
』
は
す
で
に
今
本
と
同
じ
経
文
を
前
提
と
し
て
論
を
立
て
て
お
り
、
た
と
え
ば
数
継
公
『
儀
礼
集
説
』
は
と
れ
を
今
本
「
儀
礼
』
の
誤
街
を
証
拠
立
て
る
も
の
と
し
て
重
視
す
る
。
し
か
し
武
威
筒
本
(
甲
本
「
土
相
見
之
礼
」
第
十
一
筒
)
が
む
し
ろ
今
本
に
近
い
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
緯
書
関
係
)
該
注
に
見
え
る
緯
蓄
の
引
用
は
、
『
尚
書
中
候
』
二
条
・
「
礼
緯
二
条
・
『
礼
合
文
嘉
』
二
条
・
『
孝
経
援
神
契
』
二
条
の
計
七
条
。
易
本
命
篇
注
が
引
く
「
宋
均
日
」
も
あ
る
い
は
礼
緯
の
注
か
。
明
堂
篇
注
引
「
孝
経
援
神
契
」
や
保
侍
篇
注
引
「
尚
書
中
候
」
は
、
孔
疏
や
『
芸
文
類
爽
』
『
初
学
記
』
な
ど
に
も
ほ
ぽ
同
じ
書
名
を
も
っ
}
て
引
か
れ
る
。
し
か
し
保
侍
篇
注
が
引
く
「
礼
緯
」
は
他
書
に
見
え
ず
、
『
礼
記
」
鄭
注
・
孔
疏
や
『
北
堂
書
紗
」
は
類
文
を
「
孝
経
説
」
「
孝
経
緯
」
「
鈎
命
決
」
あ
る
い
は
「
易
通
験
卦
」
と
し
て
引
く
。
ま
た
子
張
問
入
官
篇
注
や
少
間
篇
注
が
引
く
「
礼
含
文
嘉
」
も
他
書
に
不
見
で
該
注
に
独
自
の
資
料
の
よ
う
。
概
し
て
該
注
の
引
く
礼
緯
は
、
他
書
の
引
く
そ
れ
に
対
し
て
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
な
お
公
符
篇
注
は
書
名
を
示
さ
ず
地
の
文
と
し
て
『
易
乾
盤
度
』
注
の
文
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
が
、
易
本
命
篇
注
が
『
乾
墾
度
』
を
単
に
「
易
説
」
と
し
て
引
く
(
上
述
)
乙
と
も
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
礼
緯
の
み
な
ら
ず
該
注
が
参
照
し
た
易
緯
に
つ
い
て
も
、
他
書
が
参
照
し
得
た
そ
れ
と
は
編
成
や
書
名
を
異
に
し
た
か
と
疑
わ
れ
る
。
該
注
は
、
北
朝
に
て
通
行
の
緯
書
、
す
く
な
く
と
も
礼
緯
と
易
緯
と
は
南
朝
の
そ
れ
と
異
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
解
し
得
ょ
う
。
結
韓
元
吉
本
『
大
戴
礼
記
』
の
割
注
に
は
、
唐
代
以
降
の
校
記
も
混
入
し
て
い
る
。
し
か
し
校
記
部
分
を
除
い
て
み
る
と
、
該
注
は
『
礼
』
に
つ
い
て
は
貌
晋
の
学
説
を
参
照
し
つ
つ
『
書
」
に
つ
い
て
は
鄭
注
古
文
を
用
い
る
な
ど
、
北
朝
期
の
作
と
し
て
矛
盾
の
な
い
特
徴
を
示
す
。
逆
に
言
え
ば
こ
れ
は
唐
代
以
降
の
偽
作
と
は
考
え
が
た
く
、
ひ
と
ま
ず
北
周
虚
弁
の
注
と
認
め
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
Amv 
該
注
は
、
今
本
『
大
戴
礼
記
』
の
う
ち
す
く
な
く
と
も
有
注
の
部
分
が
北
周
以
前
す
で
に
『
大
戴
礼
記
』
の
一
部
と
し
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
該
注
が
四
代
篇
や
礼
察
篇
な
ど
を
篇
名
を
明
示
し
て
引
い
て
お
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
篇
も
当
時
す
で
に
「
大
戴
礼
記
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
な
お
該
注
は
、
上
記
の
よ
う
な
価
値
と
は
ま
た
別
に
、
北
朝
の
古
文
学
者
の
著
作
と
し
て
価
値
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
か
っ
北
朝
に
て
行
わ
れ
て
い
た
経
伝
や
緯
書
を
考
え
る
上
で
重
要
な
校
勘
学
上
の
資
料
と
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
大
戴
礼
記
」
の
う
ち
四
代
篇
・
用
兵
篇
を
含
む
い
わ
ゆ
る
千
乗
等
七
篇
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
に
見
え
る
「
孔
子
三
朝
七
篇
」
(
論
語
類
)
の
遺
文
だ
と
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
孔
子
三
朝
』
は
西
晋
劉
宋
問
に
亡
び
た
と
思
わ
れ
、
こ
れ
と
『
大
戴
礼
記
』
と
の
関
係
huv 
に
つ
い
て
は
顔
師
古
が
す
で
に
臣
墳
と
説
を
異
に
す
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
こ
の
問
題
は
今
本
『
大
戴
礼
記
』
の
成
立
事
情
と
も
大
き
く
か
か
わ
る
も
の
で
、
千
乗
等
七
篇
を
「
孔
子
三
朝
』
と
見
倣
す
通
説
に
は
再
検
討
の
余
地
が
大
い
に
あ
る
。
該
注
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
一
定
の
手
掛
か
り
を
与
え
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
詳
述
し
た
い
。
主
(
l
)
 
筆
者
も
基
本
的
に
は
こ
の
立
場
で
あ
り
、
『
礼
記
』
の
編
纂
は
後
漢
期
、
今
本
「
大
戴
礼
記
』
の
内
容
確
定
は
唐
末
か
ら
宋
代
と
考
え
る
。
む
ろ
ん
衛
将
軍
文
子
な
ど
複
数
の
鰐
に
つ
い
て
は
漢
代
以
前
の
素
材
を
指
摘
で
き
、
ま
た
少
閑
篇
は
前
漢
武
帝
元
光
年
間
の
地
理
認
識
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
な
ど
、
両
書
に
含
ま
れ
る
個
々
の
篇
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
時
期
を
議
論
で
き
る
。
し
か
し
両
書
諸
稿
の
原
初
的
な
編
纂
期
間
と
、
『
礼
記
』
『
大
戴
礼
記
』
と
し
て
の
完
成
時
期
と
は
、
明
確
に
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
(2)
「
直
斎
書
録
解
題
」
は
「
大
戴
礼
記
」
に
つ
い
て
「
殆
後
人
好
事
者
来
獲
諸
書
為
之
。
故
駁
雑
不
経
。
決
非
戴
徳
本
書
也
。
」
と
述
べ
、
挑
直
際
恒
「
古
今
偽
書
考
』
も
こ
れ
に
賛
成
す
る
。
賞
雲
眉
『
古
今
偽
書
考
じ
補
証
』
(
斉
魯
書
社
、
一
九
八
O
年
。
原
刊
は
一
九
三
二
年
)
は
さ
ら
ぺ
に
、
『
史
記
索
隠
』
引
『
大
戴
礼
記
』
衛
将
軍
文
子
舗
が
今
本
と
異
な
引
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
、
今
本
『
大
戴
礼
記
』
は
唐
以
降
に
諸
書
を
酢
雑
取
し
て
偽
作
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
引
(
3
)
注
の
成
立
は
当
然
に
本
文
の
完
成
よ
り
遅
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
帥
で
、
た
と
え
ば
注
釈
で
あ
る
『
公
羊
伝
』
が
漢
代
ま
で
に
成
立
し
て
お
J
れ
ば
、
本
文
で
あ
る
「
春
秋
経
』
も
漢
代
ま
で
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
閣
と
な
る
。
し
か
し
む
ろ
ん
本
文
の
時
期
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
注
釈
の
干蛾
成
立
時
期
は
何
事
を
も
示
唆
し
な
い
。
伏
(4)
韓
元
吉
本
『
大
戴
礼
記
』
の
嘉
靖
覆
刻
本
に
つ
い
て
は
『
天
禄
琳
浪
本
書
目
』
が
「
此
書
係
明
佑
宋
刊
、
僅
能
効
其
版
式
、
而
字
画
則
拘
滞
実
。
」
詰
と
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て
お
り
、
ま
た
王
応
麟
麗
壁
崩
集
解
」
な
韓
ど
に
よ
っ
て
校
す
べ
き
点
も
多
い
が
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
嘉
靖
覆
刻
本
に
基
づ
く
『
四
部
披
刊
』
本
を
用
い
る
。
(5)
一
方
た
と
え
ば
『
北
堂
書
紗
』
や
『
初
学
記
』
が
引
く
『
大
賊
礼
記
』
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は
ほ
ぽ
今
本
「
大
戴
礼
記
』
の
範
囲
に
収
ま
る
。
し
か
し
「
北
堂
書
紗
』
は
『
大
戴
礼
記
』
誼
法
稿
の
、
『
初
学
記
』
は
同
じ
く
三
正
篇
の
侠
文
ら
し
き
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
条
引
い
て
お
り
、
と
く
に
誼
法
篇
は
南
朝
に
お
い
て
は
梁
以
前
に
供
し
て
い
た
と
さ
れ
る
(
『
玉
海
』
五
十
四
「
梁
語
法
」
引
沈
約
説
)
。
南
北
朝
か
ら
唐
初
に
お
け
る
複
数
の
「
大
戴
礼
記
』
テ
キ
ス
ト
の
併
存
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
(6)
主
言
筋
「
入
山
沢
以
時
有
禁
而
無
征
」
に
「
一
時
入
山
沢
以
時
而
不
禁
夫
圭
回
無
征
。
」
と
い
う
注
が
あ
る
が
、
「
一
時
」
は
ご
作
」
な
い
し
「
一
日
」
の
誤
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
後
代
の
校
記
(
後
述
)
で
あ
ろ
う
。
な
お
用
兵
篇
「
蛍
尤
庶
人
之
貧
者
也
」
の
注
「
一
目
、
衆
人
之
貧
者
也
。
」
や
保
侍
篇
「
日
我
即
死
」
の
注
「
吾
一
日
死
於
今
。
口
日
即
就
ロ
」
も
本
文
に
対
す
る
校
記
か
。
(7)
『
朱
子
語
類
」
八
十
八
は
、
『
大
戴
礼
記
』
明
堂
篇
「
二
九
四
七
五
三
六
一
八
」
の
該
注
「
法
亀
文
」
を
「
鄭
注
云
」
と
し
て
引
く
。
(8)
北
周
文
帝
(
字
文
泰
)
の
韓
を
避
げ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
『
貌
書
』
儒
林
伝
や
李
順
伝
に
は
永
照
三
年
春
に
虚
弁
が
中
書
舎
人
と
し
て
「
大
獄
礼
夏
小
正
篇
」
を
講
じ
た
こ
と
が
見
え
、
貌
周
革
命
以
前
に
鼠
弁
注
の
す
く
な
く
と
も
一
部
は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
(
弁
は
北
貌
正
光
年
聞
に
秀
才
に
挙
げ
ら
れ
、
北
周
明
帝
期
に
藷
じ
た
)
。
曽
子
天
円
篇
の
注
に
「
陰
陽
交
泰
」
と
あ
っ
て
巻
三
の
注
と
巻
五
の
注
と
が
立
場
を
異
に
す
る
可
能
性
も
議
論
し
得
る
が
、
こ
れ
は
曽
子
天
円
篇
の
本
文
に
「
泰
」
字
が
無
い
た
め
避
け
忘
れ
た
も
の
と
も
考
え
得
る。
(
9
)
「
萄
子
」
の
書
名
は
唐
の
楊
僚
が
定
め
た
も
の
。
『
漢
書
』
芸
文
士
山
・
『
階
書
』
経
籍
志
・
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
・
『
日
本
国
見
在
書
目
』
は
い
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ず
れ
も
「
孫
卿
子
」
と
す
る
。
(
叩
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
四
庫
全
書
』
本
『
大
獄
礼
記
』
の
校
記
が
す
で
に
注
意
し
て
い
る
。
な
お
韓
元
吉
の
も
の
と
思
わ
れ
る
校
記
は
「
一
作
某
字
」
と
し
て
異
本
と
の
校
合
結
果
を
示
す
も
の
だ
が
、
該
注
そ
の
も
の
の
中
に
も
「
某
字
、
当
為
某
字
、
声
誤
。
」
な
ど
と
本
文
の
校
訂
を
試
み
る
校
記
の
ご
と
き
部
分
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
ち
ら
は
異
本
を
挙
げ
て
お
ら
ず
、
該
注
の
作
者
は
『
大
戴
礼
記
』
の
本
文
を
一
一
越
し
か
持
た
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
該
注
そ
の
も
の
に
含
ま
れ
る
校
記
に
つ
い
て
細
か
く
い
う
な
ら
ば
、
巻
四
・
八
・
十
・
十
一
の
本
文
が
該
注
の
校
記
を
反
映
し
て
改
訂
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
巻
三
・
六
・
十
三
の
本
文
は
該
注
の
校
記
を
反
映
し
な
い
。
こ
れ
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
巻
四
・
八
・
十
・
十
一
の
該
注
内
校
記
は
「
某
字
、
当
声
誤
、
為
某
字
。
」
な
ど
と
し
て
「
誤
字
の
原
因
↓
正
し
い
字
」
の
順
に
述
べ
る
の
に
対
し
て
、
巻
十
三
の
そ
れ
は
逆
に
「
某
字
、
当
為
某
字
、
字
之
誤
。
」
な
ど
と
し
て
「
正
し
い
字
↓
誤
字
の
原
因
」
の
順
と
す
る
。
す
な
わ
ち
巻
四
・
八
・
十
・
十
一
と
巻
三
・
六
・
十
三
と
に
つ
い
て
は
、
注
者
や
本
文
の
伝
来
が
異
な
る
可
能
性
も
議
論
で
き
よ
う
。
巻
五
に
つ
い
て
は
該
注
内
校
記
が
無
く
不
明
だ
が
、
巻
三
の
注
と
巻
五
の
注
と
が
立
場
を
異
に
す
る
可
能
性
は
議
論
し
得
る
(
上
述
)
。
(
日
)
北
朝
に
お
い
て
鄭
注
古
文
が
今
文
や
馬
注
本
よ
り
も
優
勢
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
北
史
』
儒
林
伝
上
平
『
陪
書
」
儒
林
伝
な
ど
に
見
え
、
ま
た
『
水
経
注
』
の
引
書
傾
向
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
(
ロ
)
『
釈
文
』
に
「
馬
本
作
威
」
と
、
『
周
礼
』
郷
大
夫
の
鄭
注
に
「
書
目
、
天
聡
明
白
我
民
聡
明
、
天
明
威
自
我
民
明
威
、
」
と
あ
る
。
(
日
)
た
と
え
ば
『
北
堂
書
紗
』
五
十
に
「
討
慎
『
五
経
異
義
」
目
、
今
尚
書
夏
侯
欧
陽
説
、
天
子
三
公
、
一
日
司
徒
、
ニ
日
司
馬
、
三
日
司
空
、
i
i」
と
あ
る
。
(M)
「
四
庫
全
書
」
本
『
大
戴
礼
記
』
の
校
記
は
、
「
大
戴
礼
記
」
本
文
の
一
部
を
注
文
の
繊
入
だ
と
指
摘
し
、
そ
の
中
に
は
『
詩
』
経
文
の
引
用
も
含
ま
れ
る
。
妥
当
な
指
摘
だ
と
筆
者
も
考
え
る
が
、
該
条
の
引
詩
は
本
論
の
趣
旨
に
影
響
し
な
い
た
め
、
暫
く
韓
一
元
吉
本
に
従
う
。
(
日
)
王
先
謙
『
詩
三
家
義
集
疏
」
は
当
該
箇
所
の
「
鏑
」
字
に
つ
い
て
、
魯
詩
・
斉
詩
は
「
圭
」
に
作
っ
て
い
た
と
推
定
す
る
。
(
時
)
『
公
羊
」
『
穀
梁
』
は
「
池
冶
」
に
作
る
。
今
本
『
左
伝
』
が
「
洩
冶
」
に
作
る
の
は
唐
太
宗
(
李
世
民
)
の
韓
を
避
け
た
も
の
。
開
成
石
経
は
三
伝
と
も
「
油
冶
」
に
作
る
。
陳
垣
『
史
韓
挙
例
』
二
十
三
「
避
誇
改
前
人
例
」
を
参
照
(
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。
原
刊
は
一
九
二
八
年
)
。
(
口
)
明
堂
篇
注
引
「
周
礼
司
士
職
」
に
は
鄭
注
の
織
入
が
認
め
ら
れ
、
該
注
が
『
周
礼
』
に
つ
い
て
も
鄭
注
本
を
用
い
る
こ
と
は
明
ら
か
。
(
国
)
買
誼
上
疏
(
『
漢
書
』
引
)
の
ほ
か
『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
も
類
文
が
見
え
る
。
あ
る
い
は
漢
初
の
成
句
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
礼
察
篇
の
成
立
時
期
等
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
『
礼
記
』
経
解
稿
の
時
期
と
そ
の
思
想
史
的
位
置
」
(
『
種
智
院
大
学
研
究
紀
要
』
五
、
二
O
O四
年
)
で
も
検
討
し
た
。
(
印
)
『
大
戴
礼
記
』
に
曲
礼
舗
が
あ
っ
た
こ
と
は
『
漢
書
』
儒
林
伝
の
顔
師
古
注
引
服
虚
説
に
見
え
る
。
武
内
義
雄
「
儒
学
史
の
資
料
と
し
て
見
た
る
両
蛾
記
」
(
『
内
藤
湖
南
博
士
還
暦
祝
賀
支
那
学
論
叢
」
大
正
十
五
年
、
の
ち
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
三
巻
、
角
川
書
底
、
一
九
七
九
年
)
韓元吉本『大蛾礼記』注の引書について(井上)
を
参
照
。
(
初
)
保
博
・
曽
子
十
篇
・
武
王
践
昨
・
衛
将
軍
文
子
・
子
張
問
入
官
・
盛
徳
・
明
堂
・
文
主
官
人
・
諸
侯
遷
廟
・
諸
侯
探
廟
・
小
弁
・
用
兵
・
少
閑
・
公
符
・
本
命
・
易
本
命
の
計
二
十
五
篇
(
盛
徳
と
明
堂
と
を
一
連
の
も
の
と
見
れ
ば
二
十
四
篇
)
。
(
幻
)
王
応
麟
『
渓
芸
文
志
孜
証
』
四
。
(
勾
)
今
本
「
大
戴
礼
記
』
用
兵
篇
に
「
量
元
庶
人
之
貧
者
」
と
あ
る
が
、
『
漢
書
』
高
帝
紀
の
顔
注
に
は
「
臣
噴
目
、
『
孔
子
三
朝
記
』
云
「
蛍
尤
庶
人
之
貧
者
」
、
非
天
子
也
。
:
師
古
田
、
積
所
引
者
向
是
『
大
戴
礼
』
、
出
用
兵
篇
、
而
非
『
三
朝
記
』
也
。
」
と
あ
っ
て
、
顔
師
古
は
『
大
戴
礼
』
の
用
兵
篇
と
「
孔
子
三
朝
記
』
(
あ
る
い
は
「
礼
三
朝
記
」
・
「
礼
記
三
朝
篇
」
)
と
を
別
物
と
見
な
し
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
主
応
麟
は
今
本
『
大
戴
礼
記
』
の
千
乗
等
七
篇
を
『
孔
子
三
朝
』
の
遺
文
と
す
る
が
、
『
漢
書
』
芸
文
志
の
顔
注
は
「
孔
子
三
朝
七
篇
」
に
対
し
「
今
『
大
賊
礼
』
有
其
一
篇
。
」
と
述
べ
る
。
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